














































































































































































































































































































































































 論: R(ω・ぼ」θ) [r蕃恥(ω・向)+(蒜 書恥(ω,{す1)]
 ここでσ、1はモット散乱断面積,Rl、,RTは応答関数RO)縦および横成分である。ωはエネル
    テ
 ギー移行q二=1q12一ω2,lqlは運動量移行である。
づ
 応答関数の縦および横成分の分離はq二一定の応答関数Rを散乱角に対してプロットする
 ことにより得られる(ローゼンブルス・プロット)。その際の応答関数の値はその近くの実験値
 からω/Eの直線に沿って内挿することにより得られた。以上の方法によって分離された応答
 関数R[.,RTは先づ自由粒子のフェルミガス模型を用いた計算と比較した。計算値と実験値との
 
 一致はよくない。この実験のIqIの領域ではフェルミガス模型が適当でないからである。フェ
 ルミガス模型も有効質量を導入することにより改善がみられた。次に単一粒子模型による計算
 と比較したが特に大きいエネルギー移行の領域の傾向を説明することが出来た。低い励起エネ
 ルギーの領域では巨大共鳴との統一的記述の必要が示唆された。
 応答関数を積分しクーロン総和則と比較されよい一致が見られた。ωで1次の重みをつけた
 総和則(energyweighteds㎜rule)は2体相関に敏感であることが知られているが,現在まで
 の理論では実験値を説明出来なかった。
 以上に述べたように本論文は原子核の準弾性散乱領域を研究し多大の成果をあげたもので本
 人は自立して研究活動を行うに必要な研究能力と学識を有することを示しておりよって荻野秀
 夫提出の論文は理学博士の論文として合格と認める。
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